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＜連絡事項＞

· 作業療法士の学生、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひやま),日山)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうき),裕貴)さんが5月31日から7月22日まで青陽館で実習。

· 6月分のプログラムテキストを提出していないスタッフは早急に出すようにして下さい。

· 5/21（金）15：30～広報委員会（対象：李）

· 5/21（金）16：00～心理チームミーティング（対象：小嶋、李）

＜デイケア事例検討＞

小野寺　文明（41）男性　　主病名：統合失調症　　担当スタッフ：川井

利用開始日：平成19年6月28日（2年10ヶ月）

治療計画：①不安や悩みなど、安心して相談出来る環境を提供することで、安定した生活を過ごしてもらう。

　　　　　　②プログラムや趣味を通じて他者と交流し、社会性の向上と気分転換を図る。

検討内容　治療計画の評価・見直し

1 について

· 自分から悩みを相談することはないが、スタッフから促す事で悩みを話すことが出来ている。

· 昨年度、ネットでお金を使いすぎてしまい、悩んだことはあったが、今は上限額を守り、使いすぎる事は無い。

· 家族関係（特に兄）で悩むことがあり、一人暮らししたいと話していたこともあったが、現在は、家族との交流もあり、「家族とはまぁまぁ上手くやっている。」と表現している。

2 について

· 以前はデイケアでの友人と出かけていたが、その人と疎遠となってしまい、兄と出かけている。

· デイケアでは、ゲーム好きなメンバーとの交流が見られる。

· 家政婦がいるとのことで、家事は一切やっていない様子。

検討結果
· 治療計画①②継続。

· 一人暮らしをしたいとの希望が聞かれたこともあったため、今後本人の方向性を担当スタッフと確認していく。また、自立したいと思った際に自立できるように、家事ができるように訓練するために、通所日を増やしていくなどもあわせて、本人と検討していく。

＜利用様情報＞

田中　宏明　様～6月から大阪のCG会社から月給3万円で仕事が来るとのこと。今後正式雇用となった場合は、月給10万円以上となると報告。仕事をする事での不安があるため、担当スタッフと話し合い、デイケア利用は今まで通りとする。現在、青明舎に登録しているが、電話番号が分からないとのことで、電話番号を教えている。今後、夜間に不安があり、話がしたい場合は、青明舎にも相談できることを伝え、青明舎にも情報提供している。

久保　興介　様～幸房を見学しており、印象は良かったとのこと。現在は、火曜日と木曜日にチラシ配りのアルバイトをしているとのこと。

古館　ヨリ　様～午前中、2回下痢があったとのことだが、午後からは「大丈夫。」と話している。お風呂で身体を温めたり、水分は冷たいものを摂らないようにとアドバイスしている。

高橋　百壽　様～ご本人様から電話があり、デイナイトケア利用はお金がかかるので、母様と相談し、利用日を週1回に変更したと報告している。

岩城　敏夫　様～キッチンに棚の戸に頭を強打しており、腫脹が認められるため、湿布を貼って様子を見ていく。

倉石　ヨシエ様～神に関する発言が昨日から続いており、「頭の中から移動しない。」と話していて、体調不良も訴えている。今後も様子観察していく。

高島　吉太郎様～尿臭があるため、洗浄を促すと、便失禁があり、本人自覚はない。入浴し、着替えをしてもらっている。

＜外来情報＞
其田　淑子　様～毎朝タクシーでデイナイトケアに通っているが、介護保険で使えるようになったと話されている。踵の皮膚が厚くなってきたとのことで、皮膚科受診が3週間に1回になったとのこと。本日、採血実施。2週間後、栄養指導予定。

巴　　勇樹　様～5/24からバス通所を開始するとのこと。

秋山　和子　様～本日、採血実施。

高橋　幸雄　様～本日、栄養指導実施。運動をするように説明されている。

淡路　智恵子様～宗教勧誘のトラブルが妹様とあったが、妹様が来て、「ゴメン」と謝ってきたと話されている。

川口　尚良　様～先週のAAは行かなかったとのこと。酒を飲む夢を見ると話されている。

溝越　キク　様～金銭面の心配はしているとのこと。

村上　元道　様～チラシ配りを走って済ませてきたとのこと。コレステロール値が高い為、ブラバスタチンNa　1錠処方となっている。

繁名　和恵　様～ハロマンス（50）1A筋注実施。朝起きることが出来ないことがあるが、幻聴などは落ち着いていると話されている。

大久保　康弘様～幻聴は落ち着いてきており、自分で抑えられる程度になったと話されている。高橋百壽様とのトラブルはないとのこと。

板橋　利美　様～役所での手続きは済ませてきたとのこと。起床後、しばらく足が上がらないことがあると話されている。膝と足首の痛みは続いている。

豊川　明男　様～左腕の痛みは無かったが、胸焼けや腹痛があったと話されている。便の調整をする為に、シンラックを調整しているとのこと。

高柳　和子　様～スタッフと会話をすることで気分の落ち込みがあると話されている。皆とうまく話す事が出来ないとのこと。

本多　富美　様～時々頭痛があるとのことで、頓用薬でカロナール処方となっている。脱力感はなく、食事も摂取出来ているとのこと。

高橋　百壽　様～デイナイトケアの利用を週2回から週1回に変更したいと希望あり（食費負担が金銭的に厳しい為）、デイナイトケアスタッフと相談するよう説明している。訪問看護は変わらず2週間に1回の利用。眩暈などは治まってきたと話されている。

＜勉強会：救急対応＞

１．物品配置

· 血圧計、体温計⇒各詰所内

· 血圧計（水銀）、聴診器⇒2階詰所内においてあったが、本日より相談室（飯野SGMの部屋）に移動し、救急バッグとセットで置いて置く。

· ガーゼ、消毒液、膿盆⇒2階詰所内

２．救急バッグ内の物品

1 酸素ボンベ

2 吸引機

3 開口器

4 アンビューバック

その他にも、エアウェイや衣類を切るためのハサミなどが入っている。救急バッグの物品を扱えるのはNsのみ。

３．その他

· 救急対応する際は、意識の有無に関わらず、きちんと声をかけることが大事。

· AEDは青風荘の詰所内に設置されている。

















































